
マシンコントロールグレーダー

自動追尾トータルステーションがブレードに装着したターゲットをロック、各種センサ
との組み合わせで、ブレード位置と標高を取得し、キャブ内のモニターに転送。設計
データとの差分を算出し、ブレードの高さを自動でコントロールします

【保有システム】
〇ニコン・トリンブル
『GCS900』
〇トプコン 『G53LPS』

ご希望のメーカーで段取りが可能

【付属品】
・自動追尾型トータルステーション
・ワンマン計測用プリズムセット
・専用TS木脚
・データコレクタ

□マシンコントロールスイッチ「ON」で、ブレ―ド下部が設計面
±150mm以内に入ると、高さを自動で設計データ通りに施工

□レバーもしくはモニター上で設計に対するオフセット値の変更が
可能

□上空視界に左右されず高精度な施工が可能

トータルステーションは任意の場所に設置し、データコレ
クタを使って「後方交会法」で機械位置を設定します
（上記写真はトリンブル）

■オート/マニュアル切り替えスイッチ

レバーに付いているスイッチで、オートと
マニュアルを切り替えます。オートにする
と、設計面の計画高に合わせて排土板が上
下します。

シンプルな操作性でオペレータが感覚的に使用できます

ICT舗装工事の路盤整正に
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モニター表示と重機スペック

〇画面の切り替え
ガイダンス画面には、平面図・横断図・縦断図があり、ボタン一つで切り替えできます

〇高さオフセット設定
盛土の状態により、設計面を一時的に高く、低くすることができます

排土板の位置

設計面

排土板の位置

設計面

上段：切り盛りのオフセット設定値
下段：設計値もしくはオフセット値までの切り盛り量

お問い合わせ・ご用命は

最寄り支店の担当営業までお声掛
けください。
アイ・コンストラクション推進室
が対応させていただきます

トリンブルモニター トプコンモニター

【保有グレーダー】
・3.1mクラス CAT/MG230-3
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